
■ 匡重璽蚕蚕^・田畑以外の土地および立木
合意書番号

東京電力株式会社宛

【請求者の情報】

氏名

フりガナ

住所

【代理人の情報】

氏名

フりガナ ***

住所

合意書

***

***

請求者は、東京電力株式会社の福島第一原子力発電所および福島第二原子力発電所における事故にともない、請求者が
被った損害に関し、ご請求番号^の賠償金ご請求にっいて、請求害の「A目確認事項」の各記載事項に
同意したことを確認するとともに、賠償金の算定額の内訳はお支払い明細番号^の
各お支払い明細書記載の金額であり、今回の算定額(①)、今回精算(控除)する金額(②)および今回の受領額(③)が
以下のとおりとなること、並びに今回の算定額(①)を全て今回精算(控除)する金額(②)の精算に充てることにっいて
合意します。

今回の算定額 368,460円①

平成 26年12月15日

今回精算(控除)する金額

・建物の修復費用等に
係る賠償金のお支払い額

今回の受領額 0円③=①一②

避難指示の解除見込み時期までの期問が標準期問を超える場合は、別紙「賠償金の追加受領にっいて」のとおり
追加で受領することにっいて合意します。加えて、避難指示の解除時期が、解除見込み時期を超える場合に
ついても、別紙「賠償金の追加受領{こっいて」のとおり追加で受領すること{こっいて合意します。
上記①の算定額の内訳に含まれる各お支払い明細書記載の宅地・田畑以外の土地および立木にかかる賠償金に
ついては、今回の算定額で合意するため、今後当該資産については、再度ご請求できないこと、賠償金額は変更
できないこと、および本賠償以外ですでに請求中の場合にはこれを取り下げることにっいて合意します。

以上

署名日付署名される日付を必ずご記入ください

平成バ《年/父月ヌノ日

368.460円②

368.460円②一 1

署名(調求者もしくは代理人自署)

^

印鑑

■



ご請求書種類宅地・田畑以外の土地および立木

お支払い明細番号

【山林の土地】

土地番号

ト3
相馬郡飯舘村厩平字蕨平^

所在

算定額の内訳

地目

山林

認定面積(a)轟1

控除面慣化γ川

^^

1.417.00

***

i.、

※2

※3
※4

※5

※6

※7

単価(d(円/m)キ3

課税面積より豊記の面積が大きい場合は、費記の面積を認定面積として記載レております。
当該資産と同一所在の既に合意済みの面積を記賊しております。なお、合意済み面積が存在する場合は、認定面積より該当面積を控除して舶償金額を算定いたします。
集三者糎関である福島県不動産韮定土協会へ依頼し、当該土地の本件事故発生日時点の利用状況に応じて算定された単価を記鮫しております0
避臆指示の解除見込み時期等の見直し前後に賠慣金額を算定した場合、同じ避熱指示区域であっても算定に用いる避叢指示期間が異なる可能性がございます。
本件事故発生日以降、今回の賠償の合意前に売却されてぃる場合は、時価相当額に持分割合を乗Uた金額から売却収入を控畭した金額を上限に賠償金額を算定いたします。
算定額項目において「***」が記散されている場合、今回の賠償金額算定の対象外であり、本合意の対鮫とはなりませんでした。
10明細以上の場合は、次頁に記載しております。
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ご晴求腐種類宅地・田畑以外の土地および立木

お支払い明細醤号:

【頒野等の土地】

土地讐号

ト1
相馬郡飯舘村厩平字廠平

トフ
相馬郡飯舘村廠竿字蕨竿

ト8
相馬郡飯舘村蕨平字蕨平^

所在

算定額の内訳

地目

原野

雑種地(原)

認定面碩住)"1

^面橘(b)W

鼬チ

951.伽市

楽1
楽2
※3
豪4
楽5

楽6
楽7

*** rlf

単価【d(円ノnり"

課税面積より登記の面摘が大きし^は、窒記の面積を露定面犢として記電レております.
当骸資産と周一所在の既に合煮済みの面積を記叢しております。なお、合愈儕み面我が存在する堤合1=、認定面積より岐当面頓を控除して賠償金額を算定いたします.
第三癒複関である福島県不動慶鑑定士協会へ依頼し、当該土地の本件事故発生日時点の利用状況に応じて算定された単価を記驚しております.
週鰹指示の解除見込み時期等の見直し盲畿に飴償金額を算定した場合、同じ遷震指示区域であっても算定に用いる逓轟指示期閥が臭なる可能性がございます。
本件事故発生日以降、今回の処償の合慧郁に売却されている場合ば時価相当額に持分割合を乗じた金額から売却収入を控除した金韻を上履に飴食金頴を算定いたし宗す.
算定蟹項目において「***」が記憩されている場合、今回の艶償金額算定の対象外であり、本合意の対象とはなりませんでした.
10明細以上の堤合は、次頁忙記叢しており食す。
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ご靖求書種類宅地・田畑以外の土地および

お支払い明細番号

位木】

立木番号

ト3
相馬郡飯舘村蕨平字属平^

木

所在 認定面積櫛

算定額の内訳

1.417.卯

m

控除面積織

市

***

m

※1

※2

※3

※4

※5

※6

※7

※8

※9

契約面積如

当該立木の存在する山林の土地として確認された土地の認定面檀を記駐しております。
当該立木の存在する山林の土地と同一所在の既に合意済みの面横を記載しております.なお、合意済み面積が存在する場合1嵐認定面債より該当面積を控除して舵償金額を算定いたします0
立木の所有に関する契約が存在する場合、当該契約{こおける面積を記鼠しております。
人工林の単価を100円ノ市、天然林の単価を30円/mとして設定しております。
立木の所有に関する契約が存在する場合、当該契約1こおけるご講求者さまの持分割合を記観しております。
当該立木の存在する山林の土地として確認された土地の持分割合を記識しております。
本件事故発生日以降、今回の賠償の合息前に売却されている場合は、売却収入を控除した金額を上限に賠償金額を算定いたレます。
算定額の詳細な計算方法についてはr解説」1S46ページをこ確認くださし、
算定顯項目において「***」が記鮫されてぃる場合、今回の賠償金額算定の対象外であり、本合意の対象とはなりませんでした。
9明細以上の場合は、次頁{こ記駐しております。
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田畑以外の土地および立木 1ご請求書種類宅地 .

お支払い明細番号:

【諸費用】

諸費用

※1 諸費用の実費の合計算定基礎金額が1万円以下の場合は、定顯1万円の算定顯となります。

各項目のうち、「***」のある項目にっきましては、今回の賠侯金算定の対急外であり、本合意の対鼠とはなりませんでした0

ご請求金額

10.000

円

算定額の内訳

算定基礎金額

10.000

円

今回精算対象となる
諸費用の未精鯨額

^

***

円

今回精算する過去に
お支払い済みの諸費用

平成 26年1

***

円

2月15日
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算定額

10.卯0
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